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　　　身体感覚の比較民俗学へ
島村恭則※
　韓国・大邸へ来て半年。言葉もそれなりに
通じるようになり，最近はあちこち出歩いて
いる。秋夕には墓地へ墓参り風景を見学に行っ
た。私が行ったのは漆谷郡にある現代公園墓
地であるが，ここに行くのが一苦労であった。
　市の中央にあるバスターミナルで案内係に
「墓地を見たいのだが」と言うと，「7番バス
に乗って現代公園墓地に行くのがよい」とい
う。そこで乗り塩に出てみると目の前に7番
バスが停まっており，そのままそれに乗りこ
んだ。バスは市内を東に向かって走り，市街
地を抜け市の申心から7キロ東の壽城区まで
やって来た。この日はうっかりしたことに地
図を持たずに外出し，また先の案内係のとこ
ろでは墓地の場所を尋ねても「とにかく乗っ
て，みんなが降りるところが公園墓地だ」と
しか教えてもらえなかった私は，公園墓地が
どこにあるのかを知らない状態でバスに乗っ
ていたのだが，壽城区のあたりに来て，「はは
あ，きっとこのあたりの丘にでも公園墓地は
あるのだろう」と思うに至っていた。ところ
が結局バスは終点に着いてしまう。そこは墓
地ではない。「ここまで来る途中のどこかで降
り損なったのだろう」。そう考えた私は，こん
どは運転手に，墓地に着いたら教えてくれと
頼み，再び今来たコースを引き返す。だがバ
スは市街地に入りとうとう最初に乗ったター
ミナルの直前まで戻ってしまった。「これはま
ずい。もうタクシーで行こう。運転手さんは
私に教えるのを忘れてしまったのだろう」。そ
う．思って私はそそくさとバス降りた。それで
タクシーを捕まえようとしていると，そばに
「現代公園墓地」と行き先を示した別のバス
　※韓国・啓明大学客員専任講師
が停まっているではないか。運がよかったと
思いつつそれに乗った。
　ことの真相に気づいたのはそのバスが走り
だしてからだった。なんとそのバスは，先程
私が往復したコースとは正反対の，北西方向
に向かっている。そう，私は7番バスに乗る
には乗ったが，それは公園墓地とは反対方向
に向かう7番バスで，本当はそれとは逆向き
の7番バスに乗るべきだったのだ。こんど乗っ
たバスはどんどん山道を登って行く。最初に
往復したコースとは比べものに李らないほど
山の中に入って行くのだ。やっと着いた公園
墓地は市の中心から15キロ北西の，私が予想
していたよりもずっと山の中にあった。
　バスの行き先を正反対に乗ったのは間抜け
としか言いようがないが，しかしそのことに
なかなか気づかなかったのは，私の中に，「毒
城区あたりの小高い丘の上に墓地があっても
おかしくはない」という予感＝思い込みがあっ
たためである。こういうことだ。「韓国の墓は
山にある」。それは頭ではわかっていた。だか
らこそ市街地には墓地はなく，「壽城区あたり
の丘」には墓地があるだろうと考えたのであ
る。つまり「山」といってもそんなに街申か
ら離れたところではなく，せいぜい町はずれ
の「丘」だろうというくらいに思っていたわ
けだ。ところが実際には大邸市の市界を越え
た漆谷郡のかなり奥まった山中に墓地はあっ
た。これほどだとは思っていなかった。
　こんどのことは，日本人としての私の中に
ある墓地の場所についての日本的空間感覚が，
韓国の墓地探しには役立たなかったというこ
とを示している。私は日本にいれば，初めて
の町でもどこに墓地があるかはだいたいあて
ることができる。それは墓の位置についての
空間感覚が身体に刻みこまれているからだ。
　そもそも日本では街中にも墓地が存在する。
都内の中心にある東京タワーから下を眺めれ
ば，街中にも墓地が多く存在することに気づ
くだろう。また，日本の市街地はかつて墓地
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であったところ，あるいは墓地に隣接してい
るところから発展してきたという都市形成史
の学説があるくらいだ1）。日本には街中にも
墓地があり，そしてその場合，街中のどこに
それがあるかを日本人ならば程度の差こそあ
れ，あてることができる身体感覚を持ってい
るのだ（こうした感覚は民俗学徒の場合とく
に鋭敏なはずである）。
　おそらく韓国の人が日本に行った場合，墓
地の位置をめぐって相当な感覚的なズレを感
じるはずだ。それは韓国人の墓地をめぐる身
体感覚が日本人のそれとは異なるからだ。
　ところで，こうした墓談義は比較民俗学の
トピックである。比較民俗学への志向は近年
ますます高まっており，研究成果も蓄積され
つつある。韓日問でも，シャーマニズムや神話，
年中行事や社会構造など，多くの分野につい
て業績があげられている。ただ，これらの研
究成果を見ると，それなりに重要な研究は多
いものの，文化の深層をぴたりと掘りあてた
研究はまだ少ないように思われる。
　そこで提唱したいのは，ここで私が話題に
したような身体感覚をめぐる比較民俗学であ
る。私は自分の中に埋もれていた日本人とし
ての身体感覚を異国でのこのたびの体験から
発見した。そしてこれは文化要素の机上での
比較論ではなく，実際にバスに乗り間違えた
り，歩いてみてはじめてわかってきたという
類のものである。こうして発見されるような
身体感覚を，各国の研究者それぞれが現地を
〈あるく・みる・きく〉中で発見し，そうし
て顕在化した自己（自文化）の感覚と相手（異
文化）の感覚とを相互にすりあわせてゆく中
で相互の身体感覚に言葉を与えてゆく，そし
てその感覚のよってきたるところを考えてゆ
く，そういう作業を通して民俗の比較論を構
築することがこれからは必要なのではない
か2）。これは自己の感覚を大切にし，それを
方法論的な武器とする等身大の比較民俗学で
ある。こうした「身体感覚の比較民俗学」と
でもいえるような研究の成果が出てきたとき，
比較民俗学は新しい段階に突入するといえよ
う。
　　　　　　　　　註
ユ）　野堀正雄「盛り場と墓地一霊は誘う盛
り場の賑わい」『都市民俗学へのいざない』1，
雄山閣，1989。
2）　こうした自他の身体感覚のすりあわせ
を民俗学の方法としようと提唱しているのは
森栗茂一である。彼は，民俗学のフィールド
ワークは「問題の現場で他者の身体，及び，
他者の身体の保有する空間・時間に自已を対
時させて，自他のズレを凝視する行為である」
（「『民俗学』および『都市』の発見」『都市人
の発見』（森栗茂一編，木耳社，1993）と述べ
ているが，筆者もこれにほぼ同感である。と・
同時に，筆者の場合はとくに，そうした方法
を比較民俗学の場に応用させられないか，を
目下考察中なのであり，本稿での主張もその
模索の過程で考えついたものであることを付
記したい。
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